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枝⑦ 名称 所在地

分類

所在市町村

所在地補足

構造・仕様等

規格・法量等

該当年代

文化財指定

説明

公開情報

参考資料

関連サイト https://www.esashi.jp/tourism/guide/museum.html

オホーツク文化期最大級の交易拠点のひとつ、「目梨泊遺
跡」から出土した刀です。東北地方の太平洋側で多く見つ
かっており、「蝦夷」が好んだ刀とされています。オホーツク文
化の世界には１５本が持ち込まれており、うち７本が枝幸町で
発見されました。蕨手刀の名前の由来は、柄の部分が「早
蕨」のように曲がっていることから名づけられました。刀身が
まっすぐな「直刀」です。目梨泊遺跡から見つかった６本の蕨
手刀のうち、５本は墓の副葬品として見つかりました。オホーツ
ク文化と本州の南の文化とをつなぐ「たから」です。

目梨泊遺跡　第３４号土壙墓副葬品・蕨手刀 オホーツクミュージアムえさし常設展示

佐藤隆広編１９９４『目梨泊遺跡』枝幸町教育委員会

6本・最大の刀は長さ73.6㎝（刃長59.0㎝）

オホーツク文化期後期（８世紀～9世紀）

国重要文化財

枝幸町

国道４０号線沿い・ホテルニュー幸林隣り

鉄製

写真 美術工芸品

　宗谷遺産アーカイブ　

わらびてとう https://maps.app.goo.gl/JJ3gqWwBfWH7q8pd8

蕨手刀 オホーツクミュージアムえさし
枝幸郡枝幸町三笠町１６１４－1


